
デジタル
印刷機

CO２排出量算定マニュアル

株式会社リコー編

PGG-CLOUD R



PGG-CloudでのCO2排出量算定には次の項目をDBに事前登録

• 印刷機の電力量/トナー使用算出ツールを参考に

印刷システムの消費電力（DBに事前登録）

トナー排出係数（DBに事前登録）

トナー製造工場から、印刷工場までの距離（DBに事前登録）

ジョブ毎に異なる数値は事前確認
稼働時間（計算時に投入します）
トナー使用量（印刷枚数によって異なります）

https://www.ricoh.co.jp/pp/pod/pro_c/7210s_7200s/spec.html

参考URL



さあ準備（DBに登録）

『資材マスタ』を開きトナー排出量の登録
新規登録画面で入力し追加します

トナー

6.43

（株）Ricoh



さあ準備（DBに登録）

印刷機（関連設備を含む）の登録
『印刷機マスタ』を開き新規登録画面で入力し追加（消費電力の50％値を登録）
『照明マスタ』を開き照明消費電力を登録（測定値の100％値を登録）
『空調マスタ』を開き空調消費電力を登録（測定値の45％値を登録）

印刷機名

（株）Ricoh



さあ準備（DBに登録）

『輸送先マスタ』を開き
地図アプリなどを利用して、トナー工場から印刷工場までの直接距離を調査し登録

●●製造工場→印刷会社

123

地図アプリ名など

調査距離を投入



算定１
印刷に関わる算定を行います
DBに登録済みのデータをプルダウンで選択し
生産時間（Ricoh提供のデータを確認）を投入
印刷機
印刷機の照明
印刷機の空調
生産時間は調査の上投入 （参考：53枚/分/A3縦両面）

（参考：約39分/1000枚/A3縦両面)



算定２

トナー使用量に関わる排出量算定を行います
『その他の資材』を開きDBに登録済みのデータをプルダウンで選択し、
使用算出ツール（（株）リコー様提供）で表示されたトナー使用量を投入
輸送の計算では、DB登録済みの輸送距離データを選択します

登録トナー 使用量トナー輸送距離

輸送トラック2トン車50％ 参考＊使用量 約0.65㎏/1000枚/A3表裏



（株）リコー様提供算出画面から数値を確認投入する

サンプル画面



その他の算定も行います

原反
マテリアルフロー
後加工機
配送
廃棄（製品＆工場）
工場リサイクル・原反

これらがすべて完了するとCO2排出量サマリーで表示されます

＊シナリオは、各機種、各ジョブに合わせてご確認の上
採用してください



申請時の注意事項

申請時、申請種別では
『J－クレジット（水あり印刷、デジタル印刷）』
を選択します
該当のカーボンオフセット証明書が発行されます
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